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C 63 江戸期の庶民の生活の中にみえる菓子について　 一各地の日記よりー

〔(社) 日 本家政 学 会

別府大短大　　江　後　迪　子

目的　和菓子は江戸時代にほぼ完成したとされているが、菓子の作られた初期は献上物としてのもので、

庶民にはほとんど縁のないものであった。江戸期に町人の経済力がついてくると、生活が豊かになり、

徐々にではあるが、菓子も取り入れられるようになってきた。そこで、江戸時代の庶民の生活における

菓子の普及状況を知るため、14種類の日記をもとに、その中に出現する菓子について検討した。

方法　資料は、亀田氏旧記（1768 ～1793） 一金沢－をはじめ、関口日記（1806 ～1901) 一横浜－、馬琴日

記（1826 ～1834 ） 一東京－、加瀬家記録（1820 ～1836 ）- 福岡一等の14種類で、年代は江戸中期から江

戸末期、地域は北は仙台から南は福岡まで、職業は様々であるが、当玲の食生活の様相についての記載

のあるものを選び、菓子の種類別、出現年代別、地域別等の分析を行った。

結果および考察　記録を寛政11年以前（～1799 ）、文化（1804 ）～弘化（1847 ）、嘉永以降（1848 ～）に

分けて出現した菓子を分類した結果、寛政11年以前の１日記についての年平均出現菓子数は7.2 、4.0

であり、化政期における14の日記のそれは22.3､ 一嘉永以降のそれは38.0 と時代と共に菓子の種類も量も

著しく増えている。また菓子の出｡現傾向は、飴・金平糖はごくわずかで、他の菓子、餅菓子などが多か

った。また各地の名物とされている雷おこし、竹村煎餅、鳥飼饅頭、醒井餅、一口香などの菓子名も散

見され、江戸末期には庶民もかなり菓子を食べるようになっていたものと考えられた。
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目 的　 宮 廷 行 事 の １ つ と し て 始 まり 、 江 戸 時 代 に は 宮 廷 ・ 武 家 の 間 で 毎 年６月16 日 に 行

わ れ た 年 中 行 事 「 嘉 祥 」 に つ い て 、 江 戸 時 代 後 期 に は ど の よ う な 形 式 で 行 な わ れ 、 ど の

う な 人 々 に ま で 広 まっ て い た の か を 検 討 し た 。

資 料 お よ び 方 法　 京 都 御 所 近 く で 開 業 し て い る 上 菓 子 屋 Ｆ虎 屋 」 に 残 る 江 戸 時 代 の 嘉 祥

係 の 文 書 ７種 （ 雑 用 方 買 物 人 数 把 帳 ・ 御 用 玉 附 眼 ・ 米 銭 取 集 帳 ・ 井 龍 帳 ・ 御 用 下 附 帳 ・

用 帳 ・ 御 用 仕 込 帳 ） の う ち 、 安 政 ４ 年 、 万 延 元 年 分 を 資 料 と し て 、 ① 文 書 間 の 関 係 と 構

、 ② 米 銭 取 集 帳 ・ 井 龍 帳 ■御 用 下 附 帳 ・ 御 用 眼 に 記 職 さ れ た 人 物 を 、 公 家 ・ 御 所 ・ 寺 院

人 名 な ど に 分 類し 、 各 分 類 で の 嘉 祥 の 広 ま り 、 ③御 用 帳 に示 さ れ た 地 区 名 か ら 、 御 所 周

の 地 区 分 け 、 ④ 米 銭 取 集 帳 に 記 載 さ れ た 米 銭 の 量 か ら 、 当 時 の 嘉 祥 の 規 模 、 ⑤ 御 用 下 附

・ 御 用 帳 ・ 玉 附 帳 に 記 載さ れ た 注 文 品 か ら 、 嘉 祥 の 内 容 につ い て 検 討 し た 。

結 果　 ① 各 文 書 に 共 通 す る 人 物 か ら み て 、 各 文 書 は 現 存 の 他 に も 複 数 冊 存 在 し て い た 。

注 文 者 は 、 公 家 ・ 御 所 関 係 が 大 半 を 占 め 、 両 年 に 共 通 し て あ ら わ れ る 。 ま た 、 個 人 名 が

延 元 年 に 大 幅 に 増 加 し 、 庶 民 へ の 広 が り を 示 し て い る 。 ③ 御 所 周 辺 は 、 禁 中 御 所 を 中 心

し て 「 上 ・ 下 」 「 東 ・ 西」 に 地 区 分 け さ れ て い る 。 ④ 嘉 祥 の 規 模 は さ ま ざ ま であ り 、 代

とし て 支払 わ れ た 米 銭 の 量 の 範 囲 は 広 い が 、 米１升６合 、 銭16 文 を１単 位 とし て 、 米 は そ

の 約５倍 、 銭 は 約15 倍 程 度 の 規 模 が 多 い 。 ⑤ 注 文 晶 の 大 半 は 「 蒸 菓 子 」 で あ り 、 そ の 中 で

は 大 き さ や 形 に 変 化 を つ け た ま んじ ゅ う な ど が 多 く 用･い ら れ て い る 。1 軒 が 注 文 する 種 類

は１～８種 で 、 特 に 決 まり は な い 。


